
住
民
主
体
の
基
礎
自
治
体
の
即
計
と
地
域
の
意
志
決
定

シ
ス
テ
ム
の
検
討

小
野
崎
信
之

南
　
　
有
里

五
十
嵐
誠
一

井
関
　
敏
也

花
内
　
　
洋

高
嶋
賢
一

柏
崎
　
　
誠

市
民
局
担
当
部
長
（
総
務
課
長
）

都
市
経
営
局
政
策
課
担
当
課
長

総
務
局
財
源
課
長

港
湾
局
資
産
活
用
課
長

南
区
区
政
推
進
課
長

市
民
局
広
聴
相
談
課
担
当
課
長

港
北
区
長
（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

　
わ
た
し
た
ち
Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
、

せ
っ
か
く
研
修
の
機
会
を
頂
い
た

の
だ
か
ら
、
普
段
の
仕
事
の
殻
を

や
ぶ
っ
た
研
究
を
し
よ
う
・
地
方

自
治
の
原
点
に
立
っ
た
議
論
を
し

よ
う
と
考
え
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
各
々
の
経
験
や
発
想

が
異
な
る
中
、
何
度
も
同
じ
議
論

を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
大
き
な

制
度
の
枠
組
み
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
は
、
日
々
の
仕
事
に
と
っ
て

も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

１

地
方
分
権
（
住
民
自
治
の
強

化
）
は
、
住
民
に
と
っ
て
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

（
１
）
は
じ
め
に
＝
住
民
自
治
と
地
域

　
地
方
分
権
の
本
質
は
、
住
民
自

治
の
強
化
で
あ
り
、
そ
の
本
来
あ

る
べ
き
究
極
の
姿
は
、
住
民
の

「
自
己
決
定
・
自
己
実
現
」
に
よ

る
自
治
に
あ
り
ま
す
。
住
民
自
治

が
機
能
す
る
に
は
、
そ
の
基
盤
と

な
る
「
地
域
の
自
主
性
・
自
律
性

の
発
揮
」
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

自
ら
が
生
活
す
る
地
域
で
発
生
し

て
い
る
住
民
共
有
の
課
題
に
つ
い

て
、
す
べ
て
行
政
に
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、
可
能
な
こ
と
は
住
民

自
ら
解
決
策
を
検
討
し
た
う
え
で

最
適
な
手
法
を
選
択
し
、
そ
の
実

現
の
た
め
、
住
民
が
自
ら
汗
を
か

き
、
相
互
に
協
力
し
合
う
こ
と
が

理
想
の
姿
で
す
。

②
地
域
課
題
に
ど
ん
な
も
の
が
あ

　
る
か

ア
　
地
域
の
交
通
ア
ク
セ
ス
問
題

　
今
後
、
特
に
、
高
度
経
済
成
長
期

に
開
発
さ
れ
た
郊
外
部
の
団
地
に

お
い
て
は
、
住
民
の
高
齢
化
が
一

挙
に
進
む
と
と
も
に
、
少
子
化
と

あ
い
ま
っ
て
地
域
の
年
少
人
口
や

労
働
人
口
が
減
少
し
、
限
界
集
落

化
か
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が

地
域
の
交
通
需
要
に
影
響
を
与
え
、

採
算
性
の
面
か
ら
バ
ス
事
業
者
に

よ
る
運
行
の
継
続
が
危
う
く
な
り
、

住
民
の
足
と
な
る
交
通
機
関
の
確

保
が
切
実
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

イ
　
施
設
の
廃
止
・
転
用

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
地
域
の
年

齢
構
成
が
変
わ
る
と
、
ま
ち
の
姿

が
変
わ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

施
設
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
学
校
や

住
宅
、
市
民
利
用
施
設
な
ど
に
つ

い
て
、
地
域
の
年
齢
構
成
な
ど
の

実
情
に
応
じ
て
、
廃
止
や
転
用
を

的
確
に
行
い
、
有
効
活
用
や
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
節
減
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
３
）
課
題
解
決
に
必
要
な
こ
と
＝
地

　
域
自
治
の
確
立

ア
　
税
金
の
使
い
方
・
補
助
金
の

　
　
使
い
方
を
「
自
分
た
ち
で
決

　
　
め
る
」

　
行
政
が
予
算
案
を
編
成
し
、
住

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
が
議
決
す

る
と
い
う
仕
組
み
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
は
、
税
金
の
使
途
に
つ
い
て
、

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
行
政
側
に
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
地
方
分

権
の
時
代
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、

地
域
の
各
種
団
体
に
支
出
さ
れ
て

い
る
補
助
金
類
を
統
合
し
、
地
域

ご
と
に
自
ら
の
判
断
で
編
成
、
執

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
限

り
あ
る
税
金
の
使
い
み
ち
に
つ
い

て
、
地
域
が
自
ら
選
択
す
る
権
限

を
得
て
、
そ
の
執
行
に
つ
い
て
も

責
任
を
負
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
、

上
記
の
例
の
地
域
の
交
通
ア
ク
セ

ス
問
題
の
解
決
を
含
め
た
高
齢
者

対
策
に
重
点
を
置
い
た
り
、
逆
に

子
育
て
支
援
を
充
実
し
て
若
い
世

代
を
呼
び
戻
す
た
め
の
創
意
工
夫

に
あ
ふ
れ
た
取
組
を
実
現
し
た
り

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

イ
　
地
域
に
あ
る
施
設
の
利
用
方

　
　
法
を
「
自
分
た
ち
で
決
め
る
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
な
ど
地

域
の
中
に
あ
る
市
民
利
用
施
設
は
、

そ
も
そ
も
、
地
域
住
民
が
集
い
、

交
流
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
運
営
や
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
住
民
自
治
の
実

践
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
に
委

ね
る
こ
と
が
望
ま
し
い
姿
で
す
。

　
し
か
し
、
行
政
の
縦
割
り
に
よ

り
整
備
し
た
た
め
に
、
同
じ
地
域

の
中
に
集
会
・
交
流
機
能
を
持
つ

施
設
が
複
数
あ
っ
た
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
商
店
街
の
空
き

店
舗
の
活
用
も
進
め
ら
れ
た
り
な

ど
、
事
業
が
重
な
り
合
っ
て
き
て

し
ま
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

地
域
の
年
齢
構
成
の
変
化
に
伴
い

役
割
を
終
え
た
施
設
も
出
て
く
る

た
め
、
も
っ
と
地
域
の
活
動
が
し

や
す
く
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
や
す
い
よ
う
に
、
施
設
の
整
理
・

統
合
、
転
用
に
つ
い
て
考
え
る
時

期
が
来
て
お
り
、
そ
の
決
定
に
住

民
が
関
与
し
、
責
任
を
持
つ
こ
と

も
ひ
と
つ
の
方
策
で
す
。

ウ
　
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
像

　
　
を
「
自
分
た
ち
で
決
め
る
」

　
従
来
か
ら
、
住
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
り
策
定
し
た
各
種
の
プ

ラ
ン
は
あ
り
ま
し
た
が
、
策
定
プ

ロ
セ
ス
が
行
政
主
導
で
あ
り
、
ま

た
、
実
効
性
の
面
で
必
ず
し
も
十

分
で
な
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
、
自
ら
の
ま
ち
の
将

来
の
姿
は
、
そ
の
中
で
生
活
を
し

て
い
く
住
民
自
身
が
計
画
・
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。
ま

た
、
そ
う
し
た
も
の
が
住
民
問
で

共
有
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
上

記
ア
・
イ
の
対
応
も
で
き
ま
せ
ん
。

あ
わ
せ
て
、
地
域
が
策
定
し
た
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
、
尊
重
す
る
義
務

を
行
政
に
課
し
た
り
、
予
算
的
な

裏
づ
け
を
与
え
た
り
な
ど
、
実
現

を
担
保
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

（
４
）
現
行
の
大
都
市
制
度
の
問
題
点

　
地
方
自
治
制
度
が
「
民
主
主
義

の
学
校
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
国

政
が
ど
う
し
て
も
住
民
の
視
点
か

ら
遠
く
な
り
が
ち
な
の
に
対
し
て
、

調査季報vol.167･201 ０･10 ■ 56

Ｄ
グ
ル
ー
プ



自
治
体
で
は
、
生
活
に
密
着
し
た

課
題
に
つ
い
て
、
住
民
自
治
の
実

現
＝
地
域
自
治
の
確
立
が
可
能
だ

と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

　
大
都
市
自
治
体
で
は
、
市
並
み

の
規
模
が
あ
る
行
政
区
単
位
で
決

定
で
き
る
こ
と
が
制
度
上
も
実
態

上
も
限
ら
れ
て
お
り
、
身
近
な
こ

と
も
全
市
的
な
基
準
で
決
定
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
民
主
主
義
の
学
校
」

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
に
は
、

地
域
ぽ
治
の
確
立
に
向
け
た
リ
フ
ォ
ー

ム
が
必
要
で
す
。

地
域
自
治
に
ふ
さ
わ
し
い
制

度
を
検
討
す
る
　
～
国
内
外

の
他
都
市
の
事
例
研
究
～

の
自
治
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｌ
Ａ
は
、
都
市
計
画
の
策
定

な
ど
の
限
ら
れ
た
事
務
を
行
う
広

域
組
織
で
、
大
都
市
地
域
の
統
一

性
を
確
保
す
る
た
め
の
広
域
的
連

合
体
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
区
等
の
基

礎
的
自
治
体
に
、
課
税
権
等
の
権

限
や
個
々
の
立
法
権
を
持
た
せ
、

自
治
体
経
営
を
行
っ
て
い
る
点
、

パ
リ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
地
域
自
治
組

織
が
公
共
施
設
の
管
理
等
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
な
ど
の

点
が
、
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
　
パ
リ
：
基
礎
的
側
面
と
広
域

　
　
性
を
あ
わ
せ
も
つ
単
一
自
治

　
　
体

　
パ
リ
は
、
基
礎
的
自
治
体
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
、
広
域
自
治

体
と
し
て
の
デ
パ
ル
ト
マ
ン
の
性

格
を
併
せ
持
つ
自
治
体
で
、
他
の

フ
ラ
ン
ス
の
都
市
が
三
層
制
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
二
層
制
の
特

別
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
リ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
行
政

区
は
土
地
利
用
に
関
す
る
意
見
の

陳
述
を
行
う
な
ど
、
住
民
の
意
見

を
市
政
に
届
け
る
役
割
を
果
た
す

に
と
ど
ま
り
、
課
税
、
上
下
水
道

等
の
市
域
全
体
の
事
務
は
市
が
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
評
議
会

等
の
地
域
自
治
組
織
の
設
置
に
よ

り
、
地
域
計
画
等
へ
の
住
民
参
画

な
ど
の
仕
組
み
を
確
保
し
な
が
ら
、

行
政
運
営
し
て
い
ま
す
。

ウ
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
：
８
２
５

　
　
万
人
を
支
え
る
単
一
自
治
体

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
の
シ
テ
ィ
と
広
域

自
治
体
と
し
て
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
の

性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
設
置
さ
れ

て
い
る
行
政
区
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
苦
情
を

受
理
す
る
な
ど
、
住
民
の
意
見
を

市
政
に
届
け
る
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
が
、
権
限
等
は
制
限
さ
れ

て
お
り
、
課
税
、
上
下
水
道
等
の

市
域
全
体
の
事
務
は
市
が
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
三
テ
イ

委
員
会
な
ど
の
地
域
自
治
組
織
を

設
置
し
、
予
算
に
対
す
る
意
見
表

明
権
を
与
え
る
な
ど
の
住
民
自
治

を
確
保
し
な
が
ら
、
８
２
５
万
人

も
の
人
口
を
抱
え
る
大
都
市
の
行

政
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
国
内
の
特
徴
的
な
地
域
自
治
制

　
度

　
地
方
自
治
法
上
の
「
地
域
自
治

区
」
の
制
度
を
活
用
し
た
事
例
を

研
究
し
ま
し
た
。

ア
　
上
越
市
（
新
潟
県
）
　
：
公
募

　
　
公
選
制
に
よ
る
地
域
協
議
会

　
上
越
市
で
は
、
1
7
年
１
月
の
合

併
と
同
時
に
、
旧
上
越
市
の
地
域

以
外
の
町
村
を
単
位
と
し
て
、
1
3

の
地
域
自
治
区
及
び
地
域
協
議
会

を
、
全
国
に
先
駆
け
て
設
置
し
ま

し
た
（
2
1
年
1
0
月
か
ら
は
市
の
全

域
で
、
2
8
の
地
域
自
治
区
及
び
地

域
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
）
。

地
域
協
議
会
の
構
成
員
を
、
「
公

募
公
選
制
」
で
選
任
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
を
契
機
に
市
民
と

と
も
に
自
治
基
本
条
例
の
検
討
を

始
め
、
2
0
年
４
月
か
ら
施
行
し
て

い
ま
す
。

イ
　
宮
崎
市
（
宮
崎
県
）
：
行
政
に

　
　
よ
る
財
政
的
・
人
的
支
援
の

　
　
確
立

　
宮
崎
市
で
は
、
1
2
年
度
か
ら
検

討
し
て
い
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
と
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
」

の
方
向
性
と
第
2
7
次
地
方
制
度
調

査
会
の
「
地
域
自
治
組
織
」
に
関

す
る
答
申
（
1
5
年
1
1
月
）
が
合
致

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
地
域
自

治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
を

1
7
年
９
月
に
制
定
し
ま
し
た
。
1
8

年
１
月
の
合
併
と
同
時
に
旧
宮
崎

市
に
1
5
（
2
1
年
６
月
か
ら
1
6
）
の

地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会
を
、

旧
３
町
に
合
併
特
例
区
（
2
3
年
１

月
か
ら
地
域
自
治
区
に
移
行
）
と

合
併
特
例
区
協
議
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
地
域
自
治
区
の
区
割
は
、
昭
和

の
合
併
前
の
町
村
や
自
治
会
の
地

区
連
合
会
、
中
学
校
区
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
行
政
の
効
率
的
な
運

営
を
考
慮
し
て
決
定
し
て
い
ま
す

（
規
模
は
約
４
千
人
か
ら
約
５
万

６
千
人
）
。

ウ
　
新
潟
市
（
新
潟
県
）
　
：
区
レ

　
　
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
の
連
携

　
　
強
化

　
新
潟
市
は
、
1
7
年
1
0
月
ま
で
に

1
5
市
町
村
が
合
併
し
、
現
在
の
人

口
8
1
万
人
を
擁
す
る
市
域
と
な
り
、

1
9
年
４
月
に
政
令
指
定
都
市
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
「
真
の
分
権
型
政
令
市
」
の
実

現
に
は
、
「
地
域
の
こ
と
は
地
域

住
民
が
考
え
解
決
し
て
い
く
」
と

い
う
住
民
自
治
を
基
本
と
し
、
そ

れ
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
・
活
性
化
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
、
1
7
年
度
か
ら
自
治
会
・
町
内

会
を
中
心
に
、
様
々
な
地
域
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
の
参
加
に
よ

る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」

の
結
成
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

1
9
年
度
末
に
は
、
市
内
全
域
に
お

い
て
、
小
学
校
区
又
は
中
学
校
区

を
基
本
と
す
る
9
7
の
協
議
会
が
結

成
さ
れ
、
市
か
ら
の
財
政
支
援
に

よ
り
、
校
区
内
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
機
能
を
担
い
ま
す
。
ま
た
、

指
定
都
市
へ
の
移
行
と
と
も
に
、

行
政
区
を
単
位
と
す
る
市
民
自
治

を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
組
織
と
し

て
「
区
自
治
協
議
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
（
指
定
都
市
で
初
）
。
「
区

自
治
協
議
会
」
に
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
代
表
が
加
わ

る
こ
と
な
ど
で
、
両
協
議
会
が
連

携
し
、
よ
り
市
民
に
身
近
な
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
目
指
し
て

い
ま
す
。

エ
　
飯
田
市
（
長
野
県
）
　
：
地
域

　
　
の
力
に
よ
る
計
画
づ
く
り
と

　
　
実
践

　
飯
田
市
で
は
1
7
年
1
0
月
に
合
併
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と
し
て
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G
r
e
a
t
e
r

L
o
N
D

（
１
）
諸
外
国
の
大
都
市
制
度

ア
　
ロ
ン
ド
ン
：
大
都
市
＝
基
礎

　
　
自
治
体
十
広
域
的
自
治
体

　
ロ
ン
ド
ン
は
、
基
礎
的
自
治
体

の
ロ
ン
ド
ン
区
と
シ
テ
ィ
を
置
き
、

そ
れ
を
包
括
す
る
広
域
的
自
治
体

O
n

A
u
t
h
o
r
i
t
y
)
を
置
く

二
層
性



が
行
わ
れ
、
旧
２
村
に
合
併
特
例

法
に
基
づ
く
地
域
自
治
区
及
び
地

域
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、

1
9
年
４
月
に
自
治
基
本
条
例
を
施

行
す
る
と
と
も
に
、
旧
飯
田
市
の

1
8
地
区
に
地
域
自
治
区
及
び
地
域

協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
活
動
団
体
等
の
自

主
的
・
自
立
的
な
活
動
の
推
進
に

よ
り
、
個
性
と
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
、
市
は
新
交

付
金
（
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
地
域
交
付

金
）
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

３
　
住
民
自
治
を
実
現
す
る
た
め

　
　
に
、
ど
の
よ
う
な
地
域
自
治

　
　
制
度
が
ふ
さ
わ
し
い
か

（
１
）
現
実
案
〈
行
政
区
＝
地
域
自
治

　
区
案
〉

　
現
実
案
は
、
現
行
の
地
域
自
治

区
制
度
を
活
用
し
、
区
レ
ベ
ル
で

の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
着
眼
し

た
制
度
案
（
注
１
）
で
す
。

　
「
地
方
分
権
の
時
代
の
区
役
所
は
、

住
民
自
治
を
支
え
、
政
策
を
提
案

す
る
区
役
所
へ
変
わ
る
必
要
性
か

お
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

区
議
会
に
代
わ
る
意
思
決
定
機
関

を
構
築
す
る
案
で
す
。

ア
　
住
民
自
治
を
支
え
る
区
役
所

　
今
後
、
地
域
が
よ
り
主
体
的
に

課
題
解
決
に
取
り
組
む
に
は
、
一

定
の
権
限
と
責
任
を
も
っ
て
施
策

の
決
定
か
ら
執
行
に
関
与
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
そ
の
仕
組
み
の
核
と
し
て
、
地

域
及
び
区
に
地
域
協
議
会
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
組
織
を
お
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
将

来
的
な
「
住
民
自
治
」
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
視
野
に
い
れ

た
も
の
で
、
ま
ず
区
政
へ
の
地
域

の
ニ
ー
ズ
の
反
映
と
、
そ
の
結
果

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
組
織
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
区
政
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映

さ
せ
る
に
は
、
現
在
の
よ
う
に
局

に
要
望
し
て
他
律
的
に
予
算
編
成

を
行
う
の
で
は
な
く
、
よ
り
自
立

的
に
予
算
編
成
を
行
う
権
限
を
区

に
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
権
限
の
拡
大
に
あ
わ
せ
、
市

会
を
け
じ
め
市
民
の
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イ
　
政
策
を
提
案
す
る
区
役
所

　
地
方
分
権
の
大
き
な
目
的
の
一

つ
に
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
施

策
の
選
択
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
区
は
、
全
市
一
律
の
壁
に
よ
り
、

モ
デ
ル
と
い
う
形
を
除
き
、
独
自

施
策
を
行
い
に
く
い
面
が
あ
り
ま

し
た
。
分
権
の
考
え
方
の
も
と
で

は
、
区
が
固
有
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
独
自
の
施
策
を
立
案
し

対
応
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
区

の
政
策
形
成
力
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
の
設
置
に
よ
り
制

度
的
に
区
民
の
意
思
の
確
認
が
可

能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
住
民
自
治

を
実
現
す
る
方
向
で
区
役
所
権
限

の
強
化
も
可
能
に
な
り
ま
す
（
区

づ
く
り
推
進
費
の
大
幅
な
増
額
、

区
民
利
用
施
設
等
の
設
置
・
改
廃

権
の
付
与
、
各
種
計
画
の
区
に
関

わ
る
部
分
に
つ
い
て
の
総
合
調
整

権
の
移
譲
）
。

（
２
）
中
間
案
〈
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
制
の
導
入
案
〉

　
現
実
案
を
一
歩
進
め
て
、
地
域

の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
民
主
的

な
正
当
性
を
持
た
せ
る
案
（
注
２
）

で
す
。

　
現
行
の
公
職
選
挙
法
を
改
正
し
、

各
区
内
に
小
選
挙
区
制
を
導
入
し
、

選
挙
区
ご
と
に
当
選
し
た
市
会
議

員
が
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ら

ぬ
「
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
な

る
制
度
で
す
。
こ
の
案
は
、
地
域

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

委
員
会
で
の
議
論
を
経
て
決
定
し

た
意
見
を
、
最
終
的
な
地
域
の
意

思
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
区
役
所
は
、
市
と
し
て
の
総

合
調
整
権
や
許
認
可
権
等
を
除
き
、

当
該
区
に
係
る
す
べ
て
の
権
限
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
３
）
理
想
案
（
横
浜
連
合
体
十
市
議

　
会
十
地
域
協
議
会
案
）

　
将
来
的
な
道
州
制
等
の
国
と
地

方
の
制
度
改
革
に
あ
わ
せ
て
、
現

行
の
区
を
市
に
昇
格
さ
せ
、
よ
り

市
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
市
長
、

議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

意
思
決
定
機
関
お
よ
び
そ
の
ル
ー

ル
を
制
度
的
に
し
っ
か
り
と
確
立

す
る
案
で
す
。
ま
た
、
旧
横
浜
市

域
で
連
合
体
を
組
織
し
、
広
域
的

な
課
題
の
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
案
の
実
現
に
は
、
現
行
の

政
令
指
定
都
市
制
度
の
変
更
が
必

要
な
た
め
、
理
想
案
と
し
ま
し
た
。

住
民
自
治
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
何
か
ら
始
め
る
か
：
自

治
基
本
条
例
の
策
定
を
通
じ

て
地
域
自
治
を
実
践

　
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
地
域
自
治
制
度
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
「
地
域
に
で
き
る
こ
と

は
、
地
域
が
考
え
て
解
決
す
る
。

そ
の
こ
と
を
行
政
や
議
会
は
尊
重

す
る
。
」
と
い
う
考
え
方
を
市
民
・

議
会
・
行
政
の
三
者
が
、
共
通
認

識
と
し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
（
図
１
）
。

　
そ
の
契
機
と
し
て
有
効
だ
と
思

わ
れ
る
の
が
、
自
治
基
本
条
例
の

制
定
で
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
体
の

（
注
１
）

エ
リ
ア
が
大
き
い
順
に

市
（
政
令
市
）
↓
行
政
区
＝
地
域
自
治
区

↓
地
域
協
議
会
↓
自
治
会
・
町
内
会

（
注
２
）
．

エ
リ
ア
が
大
き
い
順
に

市
（
政
令
市
）
↓
行
政
区
（
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
会
議
）
↓
選
挙
区
（
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
↓
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
↓

単
位
自
治
会
・
町
内
会

図１　自治基本条例と地域の関係
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憲
法
と
し
て
、
す
べ
て
の
条
例
・

施
策
の
根
本
と
な
る
規
範
を
示
す

と
い
う
位
置
づ
け
の
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
他
都
市
に
お
い
て
最
近

制
定
さ
れ
た
条
例
に
は
、
地
域
自

治
（
住
民
自
治
）
　
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
「
情
報
共
有
」
「
参
加
」

「
協
働
」
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
自
治
基
本
条
例
の
策
定

プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
市
民
・
議

会
・
行
政
が
、
地
域
自
治
を
考
え

る
契
機
と
で
き
る
点
こ
そ
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　
市
民
は
、
自
ら
が
地
域
づ
く
り

（
ハ
ー
ド
も
ソ
フ
ト
も
含
め
て
）

の
「
主
役
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
自
立
的
に
考
え
行
動
で
き
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
行
政
（
職
員
）

は
、
市
民
が
自
立
的
に
考
え
行
動

し
や
す
い
よ
う
な
制
度
や
環
境
を

整
え
、
地
域
の
多
様
性
を
尊
重
し

な
が
ら
、
財
政
的
及
び
人
的
に
支

援
、
調
整
、
協
働
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
行
政
と
議
会
は
、
各
地
域
で
の

意
思
決
定
を
尊
重
し
つ
つ
、
全
体

的
・
広
域
的
な
観
点
か
ら
、
必
要

な
施
策
の
調
整
・
決
定
を
行
う
こ

と
が
重
要
な
役
割
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
議
会
は
、
住
民
自
治
の

シ
ス
テ
ム
が
常
に
時
代
に
即
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
、
市
民

と
共
に
、
定
期
的
に
チ
ェ
ツ
ク
す

る
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
・
議
会
・
行

政
の
各
々
の
役
割
や
責
務
を
、
十

分
に
時
間
と
手
間
を
か
け
て
議
論

し
、
改
め
て
定
義
し
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
し
、
確
実
に
浸
透

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
治
基
本
条

例
の
策
定
を
契
機
に
、
「
住
民
自

治
」
を
「
み
ん
な
で
」
考
え
、

「
情
報
共
有
」
、
「
参
加
」
、
「
協
働
」

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

◆
住
民
自
治
を
浸
透
・
実
現
さ
せ

る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
「
住
民
自
治
」
の
必
要
性
を
、

市
民
、
議
会
、
行
政
が
、
共
に
議

論
し
共
通
認
識
す
る
。

　
↓
自
治
基
本
条
例
の
策
定
を
通

じ
て
、
議
論
し
、
納
得
し
、
共
通

認
識
を
図
る
。

　
↓
市
民
、
議
会
、
行
政
は
ど
の

よ
う
な
役
割
・
責
務
を
果
た
す
べ

き
か
を
共
通
認
識
す
る
。

②
制
度
構
築
過
程
か
ら
「
住
民
自

治
」
を
実
践
す
る
。
（
プ
ロ
セ
ス

が
重
要
！
）

　
↓
制
度
を
議
論
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
「
情
報
共
有
」
、
「
参
加
」
、

「
協
働
」
を
市
民
に
保
障
す
る
。

③
「
行
政
に
任
せ
て
解
決
す
る
」

か
ら
「
自
分
た
ち
で
考
え
て
解
決

す
る
」
へ
の
発
想
の
転
換
が
必
要
。

　
↓
地
域
の
課
題
を
、
「
行
政
に

任
せ
て
解
決
し
て
も
ら
う
」
か
ら
、

「
市
民
が
自
ら
考
え
て
解
決
す
る
」

と
い
う
発
想
や
行
動
へ
の
転
換
が

必
要
。

５
　
ま
と
め
に
か
え
て
Ｉ
横
浜
市

　
　
自
治
基
本
条
例
案
の
提
示

　
最
後
に
ま
と
め
に
か
え
て
、
横

浜
市
自
治
基
本
条
例
の
イ
メ
ー
ジ

（
た
た
き
台
）
を
策
定
し
ま
し
た

（
本
稿
で
は
省
略
）
。
自
分
だ
も
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
と

責
任
の
も
と
で
運
営
し
て
い
く
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
と
い
う
意
味

で
、
自
治
基
本
条
例
に
は
、
当
該

自
治
体
の
住
民
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
山
梨
県

都
留
市
が
2
1
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
た
同
条
例
で
は
、
第
２
章
を

「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
の

市
民
」
と
し
、
そ
の
章
内
で
「
子

ど
も
の
権
利
」
　
・
　
「
高
齢
者
の
役

割
と
権
利
」
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
政
令
指
定
都
市
の
川
崎
市

は
1
7
年
４
月
１
日
か
ら
同
条
例
を

施
行
し
て
い
ま
す
が
、
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
尊
重
等
」
を
規
定
し
、

市
民
お
よ
び
市
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
居
住
地
、
関
心
又
は
目
的
を
共

に
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
る
つ
な

が
り
、
組
織
等
）
　
の
役
割
を
尊
重

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
し
た
案
の
中
で
は
、
「
協

働
と
参
加
（
参
画
）
」
、
「
自
己
決

定
の
原
則
」
、
「
補
完
性
及
び
近
接

性
の
原
理
」
、
「
情
報
共
有
」
な
ど

の
理
念
や
原
則
を
示
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
現
行
区
の
意
思
決
定

機
関
に
相
当
す
る
「
地
域
協
議
会
」
、

様
々
な
市
民
・
団
体
等
が
、
地
域

課
題
に
つ
い
て
協
議
・
解
決
し
て

い
く
「
地
域
に
お
け
る
協
議
会
」

の
設
置
な
ど
地
域
に
お
け
る
意
思

決
定
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
提
案
し

て
い
ま
す
。

　
本
来
、
こ
の
条
例
は
、
市
民
同

士
の
議
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
発
案

に
よ
り
、
策
定
さ
れ
て
い
く
べ
き

も
の
で
す
。
行
政
側
か
で
き
る
こ

と
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と
し
て

の
素
案
を
示
す
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、

市
民
同
士
や
市
民
・
議
会
・
行
政

に
よ
る
話
し
合
い
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
し
て
い
く
こ
と
に
限
定
さ
れ

ま
す
。
ま
さ
に
全
市
的
な
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
市
民
・
議
会
・
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
納
得
し
、
共
感
を

持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
手
続
き

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
条
例
は
、
将
来
の

市
民
が
、
そ
の
発
案
と
議
論
に
よ
っ

て
、
必
要
な
修
正
を
加
え
ら
れ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

条
例
制
定
時
の
市
民
の
思
い
を
受

け
継
い
で
い
く
に
は
、
条
例
自
身

に
柔
軟
性
を
設
け
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
横
浜
市
が
快
適
・

安
心
・
安
全
で
、
持
続
的
な
経
営

を
行
え
る
基
礎
自
治
体
で
あ
る
た

め
に
は
、
時
代
や
社
会
情
勢
に
適

合
で
き
る
自
治
体
設
計
と
意
思
決

定
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
市
民
・

議
会
・
行
政
が
自
覚
と
責
任
を
も
っ

て
、
確
か
な
実
現
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

5９■調査研究レポート
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